
1

タ

イ

ト

ル

：

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

お

宝

鑑

定

家

～

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」3
0

シ

ー

ン

1

：

剛

田

質

店

の

朝

（

豪

華

な

シ

ャ

ン

デ

リ

ア

が

輝

く

店

内

。
店

主

・

剛

田

が

高

級

な

ソ

フ

ァ

に

優

雅

に

腰

掛

け

、

金

縁

の

テ

ィ

ー

カ

ッ

プ

を

持

っ

て

い

る

。

白

金

は

掃

除

を

し

な

が

ら

不

安

そ

う

な

顔

を

し

て

い

る

。

）



2

剛

田

：

（

優

雅

に

）

「

白

金

く

ん

、

今

日

も

こ

の

剛

田

質

店

に

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

波

が

押

し

寄

せ

る

予

感

が

す

る

ね

！

」

白

金

：

（

モ

ッ

プ

を

握

り

し

め

な

が

ら

）

「

剛

田

さ

ん

、

そ

の“
波”
っ

て

、

一

体

ど

こ

か

ら

来

る

ん

で

す

か

？

毎

日

そ

ん

な

高

級

な

品

が

来

る

わ

け

な

い

と

思

う

ん

で

す

け

ど

。

」

剛

田

：
（

テ

ィ

ー

カ

ッ

プ

を

傾

け

な

が

ら

）
「

そ

れ

が

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

と

い

う

も

の

さ

、
白

金

く

ん

。

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

優

雅

た

れ

。

覚

え

て

お

く

と

い

い

。

」

（

白

金

が

た

め

息

を

つ

い

た

瞬

間

、

店

の

扉

が

豪

快

に

開

く

音

が

す

る

。

）

白

金

：

「

お

客

さ

ん

？

」

剛

田

：

「

来

た

ね…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

香

り

が

す

る

。

」



3

（

剛

田

は

立

ち

上

が

り

、

ゆ

っ

く

り

と

扉

の

方

へ

向

か

う

。

）

シ

ー

ン

2

：

ア

マ

ゾ

ン

ナ

イ

ト

製

の

野

球

ボ

ー

ル

登

場

（

店

内

に

入

っ

て

き

た

の

は

、

派

手

な

ス

ー

ツ

を

着

た

中

年

男

性

・
大

河

内

。

）



4

大

河

内

：

「

お

い

お

い

、

こ

の

店

の

評

判

を

聞

い

て

来

た

ん

だ

が

、

こ

こ

で

鑑

定

し

て

も

ら

え

る

の

か

？

」

白

金

：

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

！

ど

の

よ

う

な

品

を

お

持

ち

で

す

か

？

」

（

大

河

内

は

ス

ー

ツ

の

内

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

、

小

さ

な

黒

い

ボ

ー

ル

を

取

り

出

す

。

）

大

河

内

：

「

こ

れ

だ

。

『

ア

マ

ゾ

ン

ナ

イ

ト

製

の

野

球

ボ

ー

ル

』

。

伝

説

の

秘

境

で

手

作

り

さ

れ

た

唯

一

無

二

の

一

品

だ

！

」

剛

田

：

（

目

を

輝

か

せ

な

が

ら

）

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

白

金

：

（

目

を

細

め

て

ボ

ー

ル

を

見

つ

め

る

）

「

こ

れ

が…

？

た

だ

の

黒

い

野

球

ボ

ー

ル

に

し

か

見

え

ま

せ

ん

け

ど

。

」

剛

田

：

（

白

金

を

た

し

な

め

な

が

ら

）

「

白

金

く

ん

！

君

は

そ

の

品

の

本

質

を

見

抜

い

て

い

な
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い

。

こ

れ

は

た

だ

の

野

球

ボ

ー

ル

で

は

な

い

。

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

結

晶

だ

！

」

白

金

：

「

結

晶

っ

て…

具

体

的

に

ど

こ

が

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

ん

で

す

か

？

」

（

剛

田

は

ボ

ー

ル

を

持

ち

、

拡

大

鏡

で

隅

々

ま

で

鑑

定

し

始

め

る

。

）

剛

田

：

「

見

た

ま

え

、

こ

の

黒

光

り…

こ

れ

は

ア

マ

ゾ

ン

の

神

秘

を

体

現

し

て

い

る

！

」

白

金

：

「

で

も

、

普

通

に

野

球

で

使

え

そ

う

で

す

け

ど

？

」

剛

田

：

「

白

金

く

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

と

は

実

用

性

で

は

な

い

。

存

在

そ

の

も

の

が

価

値

な

の

だ

。

」

（

剛

田

が

突

然

、

熱

弁

を

始

め

る

。

）

剛

田

：

「

ア

マ

ゾ

ン

ナ

イ

ト…

そ

れ

は

石

言

葉

で

『

直

感

』

と

『

保

護

』

を

象

徴

す

る

。

こ

の
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ボ

ー

ル

を

手

に

す

る

者

は

、

直

感

力

を

得

て

、

守

護

さ

れ

る

と

い

う…

こ

れ

以

上

に

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

こ

と

が

あ

る

か

ね

？

」

白

金

：

「

え…
そ

ん

な

石

言

葉

、

初

め

て

聞

き

ま

し

た

け

ど

。

」

剛

田

：

「

白

金

く

ん

、

知

識

は

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

を

育

む

肥

料

だ

。

も

っ

と

学

び

た

ま

え

。

」

シ

ー

ン

3

：

鑑

定

額

を

め

ぐ

る

攻

防
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大

河

内

：

「

で

、

ど

う

だ

？

こ

の

品

、

い

く

ら

で

買

取

っ

て

く

れ

る

ん

だ

？

」

剛

田

：

「

待

ち

な

さ

い…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

に

は

相

応

し

い

値

付

け

が

必

要

だ

。

」

（

剛

田

は

ボ

ー

ル

を

両

手

で

持

ち

、

店

の

中

央

に

設

置

さ

れ

た

ス

ポ

ッ

ト

ラ

イ

ト

の

下

で

慎

重

に

眺

め

る

。

）

剛

田

：

「

ふ

む…

こ

の

品

の

価

値

は…
」

（

ド

ラ

マ

チ

ッ

ク

な

間

。

）

剛

田

：

「300

万

円

と

見

た

！

」

白

金

：
（

目

を

見

開

き

な

が

ら

）
「300

万

円

！
？

た

だ

の

ボ

ー

ル

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

」

剛

田

：

「

白

金

く

ん

、

君

の

そ

の

た

だ

と

い

う

言

葉

が

、

こ

の

ボ

ー

ル

の

価

値

を

曇

ら

せ

て

い

る

の

だ

よ

。

見

た

ま

え

、

こ

の

輝

き

を

！

」
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大

河

内

：
「

お

お

、300

万

か

！
だ

が…
400

万

で

ど

う

だ

？

」

白

金

：

「

え

っ

？

逆

に

値

上

げ

す

る

ん

で

す

か

？

」

剛

田

：

「

な

ん

と…
こ

の

大

河

内

さ

ん

、

真

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

精

神

を

理

解

し

て

い

る…
…

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

シ

ー

ン

4

：

実

際

に

使

っ

て

み

る
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（

剛

田

と

白

金

が

店

の

裏

手

に

あ

る

小

さ

な

庭

で

キ

ャ

ッ

チ

ボ

ー

ル

を

し

て

い

る

。

剛

田

は

ス

ー

ツ

姿

の

ま

ま

優

雅

に

ボ

ー

ル

を

受

け

取

る

つ

も

り

で

い

る

が…

。

）

白

金

：
「

剛

田

さ

ん

、
準

備

は

い

い

で

す

か

？

」

剛

田

：

「

も

ち

ろ

ん

だ

と

も

。

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

、

い

つ

で

も

準

備

は

万

端

だ

。

」

（

白

金

が

軽

く

ボ

ー

ル

を

投

げ

る

。

剛

田

は

優

雅

に

構

え

た

が

、

手

元

が

狂

い

、

ボ

ー

ル

が

指

に

直

撃

。

）

剛

田

：

「…

ふ

っ

、

大

丈

夫

だ

と

も

。

こ

れ

も

ま

た

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

試

練

だ

。

」

白

金

：

「

剛

田

さ

ん

、

痛

そ

う

で

す

よ

！

今

の

音

、

聞

こ

え

ま

し

た

？

」

剛

田

：

「

い

や

、

何

も

感

じ

な

い

。

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

、

痛

み

す

ら

優

雅

に

乗

り

越

え

る

も

の

だ

。

」
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（

剛

田

は

無

理

や

り

笑

顔

を

作

り

な

が

ら

、

次

の

ボ

ー

ル

を

投

げ

よ

う

と

す

る

。

）

シ

ー

ン

5

：

エ

ピ

ロ

ー

グ

（

翌

日

。

剛

田

の

指

が

腫

れ

上

が

り

、

見

る

か

ら

に

異

常

な

状

態

に

。

）

白

金

：

「

剛

田

さ

ん

！

そ

の

指

、

ど

う

見

て

も

お

か

し

い

で

す

よ

！
病

院

に

行

き

ま

し

ょ

う

！
」
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剛

田

：

「

い

や…

大

丈

夫

だ

と

も

。

こ

れ

は…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

腫

れ

だ

。

」

白

金

：

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

と

か

言

っ

て

る

場

合

で

す

か

！

早

く

病

院

に

行

か

な

い

と

、

も

っ

と

ひ

ど

く

な

り

ま

す

よ

！

」

剛

田

：

「

白

金

く

ん…
君

は

心

配

性

だ

な

。

し

か

し…

わ

か

っ

た

、

そ

こ

ま

で

言

う

な

ら

行

く

と

し

よ

う

。

」

（

白

金

に

一

喝

さ

れ

、

渋

々

病

院

へ

向

か

う

剛

田

。

そ

の

姿

を

見

て

、

白

金

が

つ

ぶ

や

く

。

）

白

金

：

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

も

い

い

け

ど

、

健

康

第

一

で

す

よ…

ま

っ

た

く

。

」

（

エ

ン

ド

ロ

ー

ル

の

音

楽

が

流

れ

る

中

、

剛

田

と

白

金

が

病

院

に

向

か

う

姿

で

幕

が

下

り

る

。
）

尺

割

概

要
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シ

ー

ン

1

：

剛

田

質

店

の

朝

(

約

1
0

分)



剛

田

と

白

金

の

日

常

的

な

掛

け

合

い

。

¥
n
-

剛

田

の

独

特

な

価

値

観

や

優

雅

な

振

る

舞

い

を

描

写

。



来

訪

者

の

予

感

を

匂

わ

せ

る

。

シ

ー

ン

2

：

ア

マ

ゾ

ン

ナ

イ

ト

製

の

野

球

ボ

ー

ル

登

場

(

約

1
5

分)



大

河

内

の

登

場

と

品

物

の

紹

介

。¥
n
-

剛

田

の
「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

鑑

定

」
シ

ー

ン

を

細

か

く

描

写

。



石

言

葉

や
「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

哲

学

」
を

熱

弁

す

る

コ

メ

デ

ィ

要

素

で

盛

り

上

げ

る

。

シ

ー

ン

3

：
鑑

定

額

を

め

ぐ

る

攻

防

(

約

1
5

分)



大

河

内

と

剛

田

の

鑑

定

額

交

渉

。¥
n
-

白

金

の

ツ

ッ

コ

ミ

と

剛

田

の

オ

ー

バ

ー

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

で

テ

ン

ポ

を

加

速

。
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緊

張

感

と

笑

い

を

交

え

な

が

ら

、
最

終

的

な

査

定

額

を

決

定

。

シ

ー

ン

4
：

実

際

に

使

っ

て

み

る

(

約

2
0

分)



剛

田

と

白

金

が

キ

ャ

ッ

チ

ボ

ー

ル

を

す

る

コ

メ

デ

ィ

シ

ー

ン

。¥n
-

剛

田

の

優

雅

さ

が

災

い

し

て

突

き

指

す

る

流

れ

を

じ

っ

く

り

描

写

。



や

せ

我

慢

し

な

が

ら

振

る

舞

う

剛

田

の

演

技

に

笑

い

を

誘

う

。

シ

ー

ン

5

：

エ

ピ

ロ

ー

グ

(

約

1
0

分)



翌

日

の

剛

田

の

指

の

異

常

状

態

を

描

写

。

¥
n
-

白

金

が

一

喝

し

、
剛

田

が

し

ぶ

し

ぶ

病

院

へ

向

か

う

流

れ

。



健

康

第

一

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

コ

ミ

カ

ル

に

締

め

く

く

る

。



14

合

計

尺

：

約

8
0

分
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